
ネ

ッ
ト
の
設
置
に
当
た

っ
て

は

、
シ
カ
の
入
り
口
の
場
所
や

数
か
ら
捕
獲
の
た
め
の
追
い
込

み
罠
の
設
置
場
所
や
方
法
等
に

つ
い
て

、
猟
友
会
等
か
ら
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら

、
よ
り
効
果

的
な
方
法
を
検
討
し
た
と
こ
ろ

で
す

。

ま
た

、
ネ

ッ
ト
内
の
植
生
の

調
査
を
始
め

、
シ
カ
の
食
害
状

況
や
シ
カ
の
生
息
頭
数
の
調
査

も
行
い
ま
し
た

。

ま
た

、
将
来
的
に
は
伐
採
跡

地
の
更
新
に
関
し

、
シ
カ
の
食

害
を
防
ぐ
方
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

捕
獲
罠
の
設
置
期
間
に
つ
い

て
は

、
当
面
二
年
間

（
平
成
二

三
年
度
ま
で

）
と
し
て
い
ま
す

が

、
今
後

、
事
業
実
施
の
効
果

や
関
係
機
関
と
の
調
整
に
よ

っ

て
は
継
続
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

と

、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果
た

し
て
い
く
た
め
の
協
力
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
と
し

、
屋
久
島

に
お
け
る
シ
カ
に
よ
る
農
林
業

被
害
及
び
生
態
系
被
害
の
防
止

を
目
的
と
す
る
シ
カ
対
策
推
進

協
定
を
一
〇
月
一
三
日
に
締
結

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

。

本
州
以
南
に
分
布
す
る
多
年

草

。
屋
久
島
で
は
比
較
的
低
地

の
薄
暗
い
林
内
に
よ
く
見
ら
れ

る

。
葉

は

茎

の

根

元

に

ま

と

ま

っ
て
つ
き

、
そ
の
上
に
約
一

五
㎝
の
花
茎
が
伸
び
て

、
淡
紅

色

を

帯

び

た

白

い

花

を

つ

け

る

。
葉
に
白
い
斑
点
が
あ
る
の

が
特
徴
的

。

花
期
九
～

一
〇
月

山
の
下
方
向
の
沢
側
に
落
下
し

て
お
り
、

落
ち
た
幹
は
原
形
を

留
め
て
お
ら
ず
、

引
き
裂
か
れ

た
状
況
で
沢
に
横
た
わ
っ

た
状

態
で
し
た
。

今
後
、

翁
杉
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
、

自
然
の
摂
理
な
ど
森

林
教
育
の
面
か
ら
も
貴
重
な
現

地
教
本
に
な
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、

関
係
方
面
か

ら
の
御
意
見
も
聴
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、

翁
杉
本
体
は
こ
の
ま

ま
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

将

来
的
に
は
ウ
ィ

ル
ソ
ン
株
の
よ

う
に
風
格
を
携
え
た
大
き
な
株

と
し
て
後
世
ま
で
残
っ

て
行
く

こ
と
と
思
い
ま
す
。

な
お
、

現
地
周
辺
の
登
山
道

へ
の
影
響
は
な
く
、

通
行
に
は

支
障
あ
り
ま
せ
ん
が
、

周
囲
へ

の
踏
み
入
り
は
危
険
で
あ
り
、

植
生
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
立
入
制
限
を
行
っ

て
お

り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ミヤマウズラ
(ラン科）

屋久島の植物シ
カ
に
よ
る
被
害
対
策
に
つ

い
て
は
、

各
関
係
機
関
に
お
い

て
様
々
な
取
り
組
み
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

被
害

が
広
域
に
及
ん
で
い
る
た
め
、

今
後
に
お
い
て
は
各
機
関
が
連

携
し
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に

よ
り
、

効
率
的
で
効
果
的
な
対

応
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、

国
有
林
内
の
シ
カ

対
策
推
進
も
含
め
、

屋
久
島
森

林
管
理
署
、

屋
久
島
町
及
び
猟

友
会
の
相
互
の
連
携
協
力
の
も

シ

カ

対

策

推

進

協

定

の

締

結

に

つ

い

て

屋
久
島
森
林
管
理
署
に
お
け

る
シ
カ
対
策
に
つ
い
て
は
、

機

会
あ
る
毎
に
お
知
ら
せ
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
度
、

小
瀬
田
森
林
事
務
所
部
内
の
国

有
林
に
シ
カ
の
捕
獲
を
目
的
と

し
た
シ
カ
柵
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

設
置
箇
所
は
愛
子
嶽
国
有
林

二
〇
五
林
班
で
、

伐
採
跡
地
の

一
部
の
周
囲
に
シ
カ
誘
い
込
み

用
の
シ
カ
ネ
ッ

ト
を
設
置
し
、

ネ
ッ

ト
内
の
林
道
近
く
で
侵
入

し
た
シ
カ
を
さ
ら
に
追
い
込
み

捕
獲
す
る
た
め
の
捕
獲
用
ネ
ッ

ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html

鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1577-1
TEL0997-42-0331 FAX0997-42-0333

樹
齢
二
千
年

翁
杉
の
幹
折
れ
る

九
月
十
日
早
朝
に
翁
杉
（

オ

キ

ナ

ス

ギ
、

樹

高

二

三

．

七

ｍ
、

胸
高
周
囲
一
二
．
六
ｍ
、

推
定
樹
齢
二
，
〇
〇
〇
年
）

が

幹
折
れ
し
て
い
る
と
の
一
報
を

受
け
ま
し
た
。

翁
杉
は
、

縄
文
杉
に
次
ぐ
幹

周
り
の
大
き
い
樹
齢
一
千
年
以

上
の
著
名
な
ヤ
ク
ス
ギ
と
し
て

名
高
く
、

屋
久
島
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

屋
久
島
森
林
管
理
署
（

森
林

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
）

で
は
翌

十
一
日
に
樹
木
医
の
荒
田
洋
一

氏
と
現
地
状
の
確
認
を
行
っ

た

と
こ
ろ
、

翁
杉
は
幹
内
部
の
空

洞
が
九
十
％
以
上
も
あ
り
、

自

重
と
着
生
木
の
重
さ
に
耐
え
き

れ
ず
地
上
三
ｍ
程
度
の
高
さ
か

ら
幹
部
分
が
裂
け
る
よ
う
に
折

れ
て
い
ま
し
た
。

折
れ
た
幹
は
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国
有
林
に
お
け
る
ヤ
ク
シ
カ
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

洋上アルプス ＮＯ．
ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

屋久島生態系モニタリング

屋久島中央部の植生垂直分布調査
（平成１９年度調査）

高木層には、スギ、ヒメシャラが多く亜高木層にはヤマ
グルマが多い。低木層には、ハイノキ、ヤクシマシャクナ
ゲが多く、アセビ、シキミも混生する。

基本的な構造は、５年前と変わらず高木層の樹冠はよく
発達しているが、低木層の植被率が低下する傾向がある。

亜高木層は、あまり顕著ではない。
林床には、ハイノキ、スギ、アセビ、ユズリハの稚樹や

フタリシズカ、コバノイシカグマが生育する。植被率は低
い。ヒメテンナンショウが稀に点生する。樹幹の蘚苔層に
ミヤマウズラが着生するのも見られる。

小屋の南側では、登山者の増加により蘚苔層が攪乱され
表土が流亡して、スギやヒメシャラの根系が地表に浮き出
た部分があるが、丸太柵工による土砂留が施工されている
ので、今後の回復が期待される。

西側にかけては、スギ、ヒメシャラ、ヤマグルマの高木
や、タンナサワフタギ、ヤマボウシ、リョウブ、ユズリハ
の亜高木が出現する。

低木層のほとんどがハイノキであるが、サクラツツジ、
ヒメヒサカキも出現する。

小屋の北側には、ヒメシャラ、ヤマグルマ、ヤマボウシ
が多く、ヒメシャラ－ハイノキ群集になっている。

・高塚小屋周辺（１３５０m付近）の植生と植物相

幹折れ前後の状況

シカ柵設置状況



バ ス そ の 他 バ ス そ の 他 （７／１７～８／３１）
7 17 土 341 8 70 559 4 176

18 日 800 17 93 685 6 145
19 月 284 6 75 374 1 112
20 火 225 3 50 380 5 128
21 水 147 7 49 276 2 60
22 木 413 12 63 436 5 76
23 金 281 7 42 412 3 111
24 土 282 9 59 494 4 98
25 日 162 3 63 566 5 135
26 月 492 13 53 407 1 109
27 火 508 13 61 463 4 105
28 水 258 6 62 266 3 53
29 木 273 8 68 452 5 95
30 金 543 9 77 472 2 138
31 土 337 7 86 491 5 135

8 1 日 300 6 77 532 2 135
2 月 630 14 75 585 6 116
3 火 237 4 78 497 2 86
4 水 237 4 59 439 4 109
5 木 206 4 47 360 4 86
6 金 230 6 74 453 3 94
7 土 273 4 76 607 4 135
8 日 235 4 81 447 1 120
9 月 499 12 80 583 6 124
10 火 376 6 71 630 1 90
11 水 251 3 83 522 2 143
12 木 371 5 100 578 3 129
13 金 311 4 91 634 1 157
14 土 286 3 95 521 2 136
15 日 205 3 73 463 1 160
16 月 260 4 86 519 2 143
17 火 243 4 65 518 1 127
18 水 413 7 62 602 5 133
19 木 369 8 69 542 4 163
20 金 406 10 60 629 2 150
21 土 296 5 75 512 4 153
22 日 420 12 63 491 4 103 ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ 白谷雲水峡
23 月 268 7 73 545 4 129 平成１７年 11,905 16,625
24 火 348 11 50 553 4 148 平成１８年 12,837 19,597
25 水 506 11 70 637 9 134 平成１９年 14,428 20,884
26 木 294 7 67 404 5 135 平成２０年 15,508 24,860
27 金 398 11 57 437 2 133 平成２１年 14,669 24,027
28 土 417 7 95 413 3 74 平成２２年 15,427 22,586
29 日 264 5 70 496 3 142 計 84,774 128,579
30 月 317 6 55 404 1 100
31 火 215 6 52 300 4 63

15,427 331 3,200 22,586 154 5,526

１ ヤクスギランドの調査時間は、午前９時～午後５時の間
２ 白谷雲水峡の調査時間は、午前８時３０分～午後５時の間
３ 中学生以下の入場者数は調査除外

『洋上アルプスNO.1８７号裏面』屋久島森林環境保全センター

40,368

28,530

夏 休 み 期 間 中 の 自 然 休 養 林 の 利 用 状 況

計

過 去 ６ 年 間 の 夏 休 み 期 間 中 の
入 場 者 数 の 推 移

今年の夏季シ－ズンの屋久島自然休養林の入林者数は下記のとおりです。１日当たり、ヤクスギランドが約335
名で前年比103％、白谷雲水峡が491名で前年比92％といった結果になりました。また、ヤクスギランドではバス
（貸切）での来場が多く、逆に白谷雲水峡ではその他車両が多く、これらのことから団体客はヤクスギランドに、個
別客は白谷雲水峡に訪れる傾向があるようです。

自然休養林別入場者数及び車両数月 曜 車 両 台 数 車 両 台 数日
白 谷 雲 水 峡ヤ ク ス ギ ラ ン ド

38,013
213,353

35,312

入林者数

38,696

※ この紙は九州間伐紙を使用しております。

合 計

入林者数

32,434
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